














劇星組で初めてミュージカル化されたのは 1978年のことで, 2010年 11月に
は宙組で 32年ぶりの再演が行われた｡ ｢清く正しく美しく｣ をスローガンとし,







ン主演の 1943年のハリウッド映画でも有名であるが, 近年宝塚歌劇では 2009
年の 『カサブランカ』, 2010年の 『サブリナ』, 『愛と青春の旅立ち』, 2011年
の 『オーシャンズ 11』 など, ハリウッド映画の舞台化を連続して行っており,
特に宙組では 2009年から 2010年にかけて 『カサブランカ』 の上演が行われた
ばかりである｡ 映画 『カサブランカ』 が制作されたのは 『誰がために鐘は鳴る』









宝塚歌劇における作品の主題は創立当初こそ 『桃太郎』 の翻案の 『ドンブラ
コ』 (1914年), 日本舞踊の舞踊劇(2) やシェイクスピア作品の翻訳上演(3) であっ
たが, 戦中には前述のようにプロパガンダとして 『翼の決戦』 (1944年) など
の演目がつくられたこともあった｡ また, 1974年初演の 『ベルサイユのばら』
に代表されるような少女漫画の世界の舞台化も数多く行われる一方で, 様々な
文芸作品の舞台化(4) も同時に行っている｡ 今回論じる 『誰がために鐘は鳴る』
(以下, 『誰がため』 と省略) もその一環であるが, 山中でのゲリラ部隊に潜入
する主人公の 4日間を描いたこの作品において宝塚歌劇の特徴である華やかな
スペクタクル性はほぼ封じられると言ってもよい｡ スペイン内戦という主題自





した小説である｡ 宝塚歌劇では 1978年に柴田侑宏脚本・演出, 鳳蘭, 遥くら
らの主演で初演が行われ, 2010年の再演では柴田脚本をもとに木村信司によっ
て演出が行われた｡ 原作小説から柴田脚本へ, そして柴田脚本から木村演出へ
と 2段階での創作をへて (ヘミングウェイの取材から小説までを考慮すると 3
段階の創作をへて) 誕生した 2010年版に関して, 以下, 原作の小説ならびに
1978年版の脚本との比較を行いながら分析する｡
a. 小説から宝塚版脚本へ
柴田侑宏は 1958年に宝塚歌劇団に入団, 1961年に演出家デビューし, 現在
まで数多くのミュージカル作品を送り出している｡ 日本物では万葉集の世界を
舞台とする 『あかねさす紫の花』 から新撰組の沖田総司を主人公とする 『星影
の人』 まで多岐にわたる時代を舞台とする作品を作っており, 木原敏江の 『夢
の碑』 シリーズや山本周五郎の人情物など漫画, 小説の舞台化も数多く行って
いる｡ 『パルムの僧院』 から翻案した 『情熱のバルセロナ』, 『危険な関係』 か





































































































































父親たちは死に, 駄目な父親は生き残る｡ 中でも ｢最上級｣ の男とされるエル・








男役芸の型と共通するものなのではないだろうか｡ 宝塚版 『誰がため』 のよう
に主人公が絶対化された ｢男らしい男｣ であればあるほど, その男らしさは女
性が演じる男役という身体に宿った幻想にすぎないという事実もまた前景化す























b. 2010年版 『誰がために鐘は鳴る』 と演出
2010年版を演出した木村信司は 1993年 O・ヘンリーの 『よみがえった改心』
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を原作とする 『扉のこちら』 で演出家デビューしており, その後も様々なオペ
ラ作品などの翻案を得意としている｡ 木村の特徴としては 2003年の 『王家
に捧ぐ歌』 ではアメリカのイラク侵攻を, 2004年の 『スサノオ 創国の













であり, 鐘は弔鐘であると解釈されている(19)｡ つまり, 原作小説でも始まり
の時点が主人公への挽歌であるといえるのだから, ロバートの死を冒頭に配し





るテーブルと, 岩肌の配置によって区別される｡ また, 主人公のロバート・ジョー











の世界を描くことがなされてきた｡ しかしながら, 今回の 『誰がために鐘は鳴







には 170 cm台後半の長身の男役がそろっており, 特にこの 『誰がために鐘は












られない｡ 新たに追加されたもう一つの主題歌である 『胸の高鳴り』(20) では,
｢あなたは私で私はあなた｣ という歌詞がロバートとマリアによって歌われる｡
この場面は二人がエル・ソルドのキャンプに赴いた帰りの山中であり, 原作小










程が 4日間という時間の中で描かれている｡ しかし, スペインを当初から愛し
ている宝塚版のロバートは, マリアと一体化することで他我の境界を忘れてい
くことになる｡ ヘミングウェイは小説のタイトルをダンの 『瞑想録』 から取っ
ているが, その中では世界と一人との一体化, 融和が描写されている｡ マリア
との一体化を通してさらには万人との一体化に近付く 2010年版のロバートは
政治思想を超越したレベルでの宗教性を帯びているといっても過言ではないだ

















うな形式をとっていた｡ しかし, 2010年版では, 中央で踊るのは大空祐飛演
じる闘牛士 Sであり周囲も蘭寿とむ (アグスティン役), 北翔海莉 (アンドレ
ス役), 純矢ちとせ (ローサ役) 等が演じるフラメンコの男女としてしか配役






















ピラール ｢あたしだって, ほんとうはね, 鉄砲なんかほっぽり出して, バレ
ンシアかどっか, 共和国側へ行きたいんだよ (中略) バレンシアは良かっ
たよ｡ 活気にあふれていてね｣
(中略)
ラファエル ｢畜生, おらァ, サパテアートを聞くと堪らなくなるよ｣





















のか (中略) インテリさんの正義のためか ロマンとかいう夢のためか 俺
























c. 宝塚歌劇における 『誰がために鐘は鳴る』 と語り
最後に 2010年版を通して宝塚歌劇において 『誰がため』 を上演することが,
小説の翻案表象として意味するものについて考えたい｡ 小説でのピラールの加
害者としての記憶に見られるように, 作品の中で戦争について言及する際に避





































闘するパブロ隊のゲリラを演じるのは蘭寿とむ, 北翔海莉, 悠未ひろ, 十輝い








































て機能する｡ しかし, 枠構造はそれだけではない｡ 終幕, 岩場で負傷したロバー
トが意識を失いそうになりながら機関銃を構えるところで本編は終了するが,
振り返ってみれば, その岩場はそのままプロローグでロバートが倒れていた場











を巡っても, 彼は山中ではイギリス人 (あるいは ｢イギリスさん｣) のロベル




の中で, 彼が ｢イギリスさん｣ のロベルトという新たなアイデンティティーを
獲得したことを示すのではないだろうか｡ 名付けによる他者への言及は他にも
あり, ロバートがマリアを二人称では ｢兎さん｣(35), アグスティンに託す時に







にして指摘されているのが, 国民劇のひとつとして, ｢良き家族, 良き異性愛｣
の規範を提示してきたとされる宝塚歌劇の過去である｡ 戦前の宝塚歌劇の最後
の上演は軍人を主役とする 『翼の決戦』 という芝居であり, 創立者の小林一三
は団員達 (生徒と呼ばれる) の父親を自任していた｡ 男装をしていても団員達
は小林を父とする家族の良き娘であり, 将来の家庭の良き妻とされてきたので





の正義｣ のためだといって批判する｡ ロバートはその批判に対し, 拳銃に手を
掛けてそれを封殺する｡ かつてオペラ 『アイーダ』 の翻案, 『王家に捧ぐ歌』
の中で, アメリカの中東への侵攻を非難した木村信司は, その瞬間に ｢アメリ








そして, この舞台における最上の語り手とは, 実は 『透明人間』 ではないかと
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( 1 ) ジェニファー・ロバートソン, 『踊る帝国主義』, p. 145.
( 2 ) 『胡蝶』 『紅葉狩』 (1914) など｡
( 3 ) 『戀の老騎士』 (1921) は The Merry Wives of Windsorの翻案｡
( 4 ) 戦後では 『マノン・レスコオ』 (1947年), 『スペードの女王』 (1965年), 『嵐
が丘』 (1969年), 『風と共に去りぬ』 (1978年), 『戦争と平和』 (1988年) など｡
( 5 ) 『去りゆきし君がために』 (1979年), 『NEVER SAY GOODBYE ある愛
の軌跡』 (2005年), 『ロバート・キャパ 魂の記録 』 (2012年) など｡
( 6 ) Chapter 18.
( 7 ) 川成洋 『スペイン内戦』, p. 24.
( 8 ) ロバートのモデルはカリフォルニア大学経済学部講師のロバート・メリマンだ
と川成洋は 『スペイン内戦』 のなかで指摘している (川成 p. 149)｡ メリマンは
モスクワ経済研究所に留学しており, リンカン大隊の初代大隊長に任命された｡
( 9 ) Chapter 10.
(10) 1978年版では第 27場, 2010年版では第 21場｡
(11) Chapter 42.
(12) 川成, 前掲書, pp. 1106.
(13) 1978年版では第 26場, 2010年版では第 22場｡
(14) 1978年版では第 13場, 2010年版では 第 10場｡
(15) 1978年版では第 15場, 2010年版では 第 12場｡
(16) 1978年版では第 19場, 2010年版では 第 16場｡
(17) 2010年版でマリア役を演じた野々すみ花は, 髪を切られること＝女としての
価値を失うこと, という認識を語っている (『歌劇』 2010年 11月号, p. 63)｡
(18) Chapter 30.





(24) 抜粋箇所の前に ｢ファシストの奴らはスペインを盗もうとしているんだ｣ とい
うプリミティボ (十輝) のセリフがあり, ｢スペインの花｣ が略奪されたという
認識が示されている｡




















塚歌劇特有のスターシステムであり, それによって宝塚版の 『誰がため』 という





(35) 1978年版では第 11場, 2010年版では第 8場｡
(36) 1978年版では第 32場, 2010年版では第 27場｡






ると述べている (NOW ON STAGE #325 宙組・宝塚大劇場 『誰がために鐘が
鳴る』)｡
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